
特定非営利活動法人里地里山問題研究所

代表理事　鈴木克哉

「鳥獣害を超える」ための地域支援
〜誰が／どのように地域を支えるか～

解題Part 2. 地域支援を担う人材の活用



• 出身：和歌山県
• 北海道大学大学院文学研究科修了　博士（文学）
• 青森県下北半島のニホンザル農作物被害問題の研究

• 被害を引き起こすサルの生態調査
• 住民意識・行動の調査

• 2005.4～2007.12　京都大学霊長類研究所　教務補佐員
• 2008.1～2015.3　 兵庫県立大/兵庫県森林動物研究センター
                   　　　（兼務） 講師/研究員
• 2015.4～2021.3　 丹波篠山市森づくり課
　　　　　　　獣害に強い集落づくり支援員（非常勤嘱託職員）
• 2015.5～　 特定非営利活動 法人里地里山問題研究所 代表理事
• 2019.5～　一般社団法人ニホンザル管理協会　理事

　　 自己紹介（大学・県 → 市・民間）



　　農村が直面する課題

高齢化・人口減少
担い手不足

獣害の深刻化
（全国で164億円の被害）



　　農村が直面する課題

将来展望が
もてない

担い手不
足・耕作放
棄地の増加

獣害の激化

悪循環

農地・景観の荒廃
伝統文化の消失

魅力的な仕事がない
若者の地域離れ
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　　地域は多課題を抱えている

獣害草刈り
（景観維持）

農地の
管理

山林の
管理 祭礼

行事

福祉

空き家買い物
交通

人口減少・高齢化による担い手不足

捕獲 ジビエ

地域主体の対策
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　　 獣害解決のビジョンを捉えなおす

目的獣害対策
手段

＝

問題解決の枠組みを拡げる
「鳥獣害を超える」



丹波篠山市でのさともんの
取り組み紹介

ここからは少し



　　 さともんの設立（2015年）

　兵庫県丹波篠山市を拠点
　①人口減少・高齢化する農村の獣害

対策の支援

　②都市部人材・地域内人材など新た
な担い手を育成し、頑張っている
地域の獣害対策の支援を通じて、
農村に存在する豊かな「里の恵み
（里もん）」をさまざまな人で共
に守り、わかちあい、継承する
ネットワークづくりを行います。
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　　地域主体の獣害対策支援業務
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　　   豊富な実務経験を持つ民間・専門家の支援が必要

集落市町村

計画的な個体数管理
獣害対策施策の推進
（情報提供・補助事業等）

中間支援

協働 「獣害」対策を効果的に推進
するためのパートナー

専門人材不足
人事異動

人口減少・高齢化

市町村の計画策定や実務を伴走的に支援するパートナー
（高度な専門性・実務経験を有した人材・民間企業・団体）の役割



       地域主体で取り組む獣害対策の支援

11

集落に引き寄せない

１
防護柵を適切に設
置する

２
「被害と感じない」
誘引物の管理

集落で安心させない

３
出没しづらい
環境整備

４ 追い払い

獣害に強い集落づくりへ

５ 出没個体を捕獲する
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　　 地域主体の獣害対策をどう進めるか？

最終アウトカム中間アウトカムアウトプット
（施策）インプット

すべての集落が
自立的に鳥獣害
に対応でき、被
害が住民の許容
範囲に収まって
いる状態（例）

●農作物被害金
額の低減

●集落が自立的
に対応できる

指標や目標値の設定

●人身被害・生
活被害の抑制
●個体数・密度

の低減

◆防護柵設置補助金

◆出没対応・緊急銃猟マ
ニュアルの整備

◆モデル集落育成
◆集落現場指導

◆効果的な有害捕獲の実施

◆体系的な研修プログラ
ムの運営

◆サル位置情報の提供

◆計画的な個体数管理◆専門人材の配置

◆⿃獣被害防⽌総合対策
交付⾦の活用
◆都道府県予算の活用
◆自主財源（単費）の活用

◆民間事業者への委託

◆外部講師への依頼
◆知識・情報の収集
　（研修会・講座参加含む）

ビジョン戦  略戦  術

3ヵ年計画（被害防止計画）

※ロジックモデル（施策がその目的を達
成するに至るまでの論理的な因果関係
を明示したもの）で考えると



悪循環

将来展望
がもてない

高齢化・後
継者不足

獣害の激化減少

経済活性化
後継者・新
規就農者増

好循環
（獣がい対策）

　　 さともんの解決策：負→正の循環を創る
農水省全国鳥獣対策優良活動表彰

「農林水産大臣賞」

平成29 年度　
篠山市有害鳥獣対策推進
協議会

令和5年度　
福知山市川合地域農場づ
くり協議会

豊かな農村の
資源を活かす

様々な外部人材
（関係人口）
の力を活用
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　　様々な農村体験の機会を通じて
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　　 農村課題に触れる・協力する関係性づくり
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総数7,455人（延べ）

　　 これまでの実績：関係人口の創出・拡大

主な活動
•農業・農村体験
•獣害対策支援
•草刈り・耕作放棄地の再生
•地域の祭り支援
•企画・アイデア提供
地域に対する理解・共感
を高め・拡げてきた
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        小～高校生、企業等多様な人材参画を促す

過去のフォーラム
の様子YouTubeで
配信中
（さともんで検索）



　　 丹波篠山市「獣がい対策推進計画」

丹波篠山市×さともん 
包括的連携協定締結（2022.3）
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　　 「鳥獣害の枠を超えた」新たなビジョンと戦略が必要

最終アウトカム

●●●●●●●●●●●●
●●

キーワード
持続可能な農村、
農地の維持、野生
動物との共生する
まちづくり、生物
多様性、関係人口

ビジョン戦  略戦  術



　　Part 1. ～問題解決の枠組みを拡げる



•ビジョン（理想像・ゴール）を掲げる
•スキーム「具体的な枠組み・方法・仕組
み（どうやるか）」を検討し、改善して
いく
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誰が？ どうやって？

　　「鳥獣害を超える」ために



•横断的・長期的な支援
•民間の活用
•事業実施、資金提供、評価

•地域主体性の喚起・価
値創造
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　　Part 1. ディスカッション

トップダウン
政策提言

地域支援人材
の必要性



　　 地域の主体性を喚起しつつ外部人材と繋ぐ

地域
市民・都市
住民・高

校・大学・
企業等

• 調査・研究
• 体験・学習
• 福利厚生
• CSR・CSV
• ソーシャルビジネス
• 人材育成

• 企画・運営
• 集客
• 地域調整

困りごとの解決・活性化 それぞれが抱える
ニーズへの対応

Co-Creation（共
創）による創造
的な解決！
異なる立場や業種の人・団体が協力し
て、新たな商品・サービスや価値観な
どをつくり出す

地域支
援人材

「仕事」
として





ご清聴ありがとうございました
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